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2021年 10月にリリースされ、標準的なOSとなりつつある
Windows11ですが、アップグレードによる不具合等、トラブル解
決のご依頼を多くいただいております。

本資料では、Windows11でよくあるトラブルとその解決方法をま
とめてご紹介します。Windows11アップグレード時にぜひご活用
ください。

本資料の使い方

トラブルが発生したら、まずは本資料に対処方法が掲載され
ているかをご確認ください。手順に沿って作業していただくこ
とで、トラブル解決を図れます。

なお、掲載されている方法を試しても状況が改善しない場合
は、パソコン販売会社や ITサポート会社など、専門家へのご
相談がおすすめです。

はじめにはじめに
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・本資料に掲載している操作画面のOSは以下の通りです。

　Windows10…………………………………… P04～07

　Windows11…………………………………… P08～28

・本資料は2023年7月現在の情報に基づいています。Windowsの仕様変更などにより手順通り設定できなくなる場合がございますので、あらかじめご了承ください。 

・本資料について、当社は正確な情報を掲載するよう努めていますが、その正確性について保証するものではありません。

・本資料に掲載されている内容は予告なく変更することがあります。

・本資料のご利用によって生じたいかなるトラブル、損失、損害についても、当社は一切の責任を負いません。

また、本資料の掲載情報の変更や誤りによって生じたいかなるトラブル、損失、損害についても、当社は一切の責任を負いません。

・本資料を無断で転用・複製・改変をすることはできません。

掲載情報に関して掲載情報に関して
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Windows11へアップグレードするには、使用しているパソコンが下記のハードウェアの性能基準を満たす必要があります。

お使いのパソコンのプロセッサ（CPU）・RAM（メモリ）性能を確認する方法　　　次のページを参照
仕様の確認方法が分からない場合は、パソコンの販売業者に確認してみましょう。

システム要件を満たしているか確認するCHECK 1

CH
ECK 1

CH
ECK 2

CH
ECK 3

Windows11 へアップグレードできない01
Windows11 アップグレード時によくあるトラブル

※ システム要件の詳細はMicrosoftの公式ページをご参照ください。

項目

プロセッサ（CPU）

メモリ

ストレージ

システムファームウェア

TPM

グラフィックスカード

ディスプレイ

1GHz以上で2コア以上の64ビット互換プロセッサまたはSystem on a Chip (SoC)

4GB以上

64GB以上

UEFI、セキュア ブート対応

トラステッド プラットフォーム モジュール (TPM) バージョン2.0

DirectX12以上 (WDDM 2.0 ドライバー ) 対応

対角サイズ9インチ以上で8ビットカラーの高解像度 (720p) ディスプレイ

要件
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01

05

❶ 「スタート（Windowsマーク）」をクリック
❷ 「設定」をクリック

❸ 「システム」をクリック
❹ 「詳細情報」をクリック

❺ プロセッサとRAMを確認

お使いのパソコンのプロセッサ（CPU）・RAM（メモリ）性能を確認する方法【Windows10】

CH
ECK 1

CH
ECK 2

CH
ECK 3

システム要件を満たしているか確認するCHECK 1

Windows11 へアップグレードできない

Windows11 アップグレード時によくあるトラブル

「スタート」をクリック「スタート」をクリック1

「システム」をクリック「システム」をクリック3

「詳細情報」をクリック「詳細情報」をクリック4

プロセッサとRAMを確認プロセッサとRAMを確認5

「設定」をクリック「設定」をクリック2

※ 本ページの操作画面のOSは、Windows10です。



TPMのバージョンは、次の手順で確認できます。

❶ 「スタート（Windowsマーク）」を
　 クリック
❷ 「設定」をクリック
❸ 「更新とセキュリティ」をクリック
❹ 「Windowsセキュリティ」をクリック
❺ 「デバイス セキュリティ」をクリック
❻ 「セキュリティ プロセッサの詳細」を
　 クリック

TPM が有効な場合は「セキュリティ プロセッサ」が表示されます。

TPMの仕様バージョンが「2.0」であればアップグレードできます。
「1.2」となっている場合は、バージョンが古いためアップグレードすること
ができません。

Windows11 へアップグレードできない

Windows11 アップグレード時によくあるトラブル

01

06

CH
ECK 1

CH
ECK 2

CH
ECK 3

TPM※１2.0が有効になっているか確認するCHECK 2

※１ TPMとは、コンピュータのマザーボードに直付けされているセキュリティに関する各種機能を備えた半導体部品で、
 データの暗号化・復号や鍵ペアの生成、ハッシュ値の計算、デジタル署名の生成・検証など様々な機能をもっています。

「更新とセキュリティ」をクリック「更新とセキュリティ」をクリック3 「Windows セキュリティ」
をクリック
「Windows セキュリティ」
をクリック

4
「デバイス セキュリティ」
をクリック
「デバイス セキュリティ」
をクリック

5

仕様バージョンが2.0ならアップグレード可能仕様バージョンが2.0ならアップグレード可能

「スタート」をクリック「スタート」をクリック1

「設定」をクリック「設定」をクリック2

「セキュリティ プロセッサの詳細」をクリック「セキュリティ プロセッサの詳細」をクリック6

※ 本ページの操作画面のOSは、Windows10です。



有効

セキュアブートは、次の手順で確認できます。

❶ スタート（Windowsマーク）横の
　 検索ボックスに「msinfo32」と入力しEnterキーを押す
❷ システム情報の画面が開くため、
　 システムの要約の「BIOSモード」が「UEFI※2」に、
　 「セキュアブートの状態」が「有効」になっているか確認

コンピューターに UEFI が入っていて、
セキュア ブートの状態が有効であることが確認できます。

Windows11 アップグレード時によくあるトラブル

※１ セキュアブートとは、パソコンの起動時に悪意のあるソフトウェアが読み込まれないように、
認証局で許可されたソフトウェアしか実行できないようにする機能のことを指します。

Windows11 へアップグレードできない01

CH
ECK 1

CH
ECK 2

CH
ECK 3

セキュアブート※1が有効になっているか確認するCHECK 3

※２ UEFIとは、コンピュータにおける起動をつかさどるBIOSの機能を後継した
 インターフェイスの仕様です。

検索ボックスに「msinfo32」と入力し
Enterキーを押す
検索ボックスに「msinfo32」と入力し
Enterキーを押す

1

「BIOS モード」が「UEFI」に、
「セキュア ブートの状態」を「有効」になっているか確認
「BIOS モード」が「UEFI」に、
「セキュア ブートの状態」を「有効」になっているか確認

2

TPMまたはセキュアブートの設定は、PC のファームウェアで変更できま
す。 ファームウェアの設定変更は、PCメーカーのサポート情報を参照し、
お使いのデバイスの詳しい手順を確認するか、PC販売会社や ITサポート
事業者にご相談されることをおすすめします。

※ 本ページの操作画面のOSは、Windows10です。 07



パソコンを起動した際にWindowsのロゴが表示されたまま動かなくなる場合、
システムの定期更新（Windows Update）が行われている可能性があります。

通常、Windows Updateはシステム終了時と起動時のどちらかで行われます。小規模な更新なら数分程度で終わる場合がありますが、
大規模な更新の場合は30分～ 1時間ほどかかる場合もあります。

システム更新中にパソコンを強制終了すると場合によってはシステムファイルが破損する場合があるので、
むやみに強制終了をせずにしばらく様子を見るようにしましょう。

パソコンが起動しない02

08

しばらく様子を見る

Windows11 アップグレード時によくあるトラブル

CH
ECK 1

CH
ECK 2

CH
ECK 3

CH
ECK 4

CH
ECK 5

CHECK 1

周辺機器が接続されている場合は、これらが原因で起動できない可能性があります。 
プリンタ、LANケーブル、USBや増設した内蔵機器など、すべての周辺機器を外して、再度動作を確認してください。

一度にすべての機器を取り外すとデータが失われる恐れがあるので、1つずつ電源が入っていない状態で取り外してください。

周辺機器を取り外すCHECK 2



パソコンを長時間電源につなげたままにしていたり、ホコリや汚れがたまっている場合、
内部から不要な電気が蓄積される「帯電」と呼ばれる現象が発生します。

パソコンが静電気で帯電すると起動しないだけでなく、次のような現象が発生します。

そのような現象が確認される場合は、電源ケーブルを抜いたり、
ノートパソコンの場合はバッテリーを取り外して5分間ほど放置しましょう。
バッテリーは必ず本体の電源を切り、電源コードを抜いてから取り出しましょう。
そうすると、蓄積されていた電気が放電され、状況が改善する可能性があります。

パソコンが起動しない02
電源ケーブルを抜くか、バッテリーを取り外して放置する

● パソコンの再起動が終わらない
● パソコンの使用中に突然電源が落ちる
● 電源ボタンを押しても起動しない
● モニターの画面が真っ黒になる／荒れる
● パソコンの動作が遅い

Windows11 アップグレード時によくあるトラブル

一般的にノートパソコンのバッテリーは本体裏面にあるロックを解除すると取り外
せるようになっています。

CHECK 3

CH
ECK 1

CH
ECK 2

CH
ECK 3

CH
ECK 4

CH
ECK 5

09



Windows11にアップグレード後に起動しなくなった場合は、セーフモードで起動し、
トラブルの要因が特定できるかを確認します。

方法としては、電源ボタンを長押しして強制終了し、その後電源をつける操作を2回
以上繰り返すと、「自動修復を準備しています」や「お待ちください」と表示されます。
診断は時間がかかる場合もあります。

「自動修復（PC環境によっては「回復」画面が表示されます）」という画面が表示され
たら、以下の手順で更新されたシステムを元の状態に修復することができます。

❶ 「詳細オプション」をクリック
　　（PC環境によっては「詳しい詳細オプションを表示する」をクリック）

❷ 「トラブルシューティング」をクリック
❸ 「詳細オプション」をクリック
❹ 「スタートアップ設定」をクリック
❺ 「再起動」をクリック
❻ キーボードでオプションの番号を押す
　　（スタートアップ設定画面が表示されるので、インターネット接続が不要な場合は「4」キー、
　　 インターネット接続を有効にする場合は「5」キーを押す）

パソコンが起動しない02
セーフモード※1で起動してみる

Windows11 アップグレード時によくあるトラブル

CHECK 4

CH
ECK 1

CH
ECK 2

CH
ECK 3

CH
ECK 4

CH
ECK 5

※1 セーフモードとは、Windowsを使用するために必要最低限のシステム環境でパソコンを起動するモードです。

※ 本ページの操作画面のOSは、Windows11です。

「詳細オプション」をクリック「詳細オプション」をクリック1

「再起動」をクリック「再起動」をクリック5

オプションの番号を選択オプションの番号を選択6

「スタートアップ設定」を選択「スタートアップ設定」を選択4
「詳細オプション」を選択「詳細オプション」を選択3

「トラブルシューティング」を選択「トラブルシューティング」を選択2

10



Windows11にアップグレードした後にパソコンが起動できなくなった場合、アップグレード
前の状態に戻すことで改善する場合があります。

方法としては、電源ボタンを長押しして強制終了し、その後電源をつける操作を2回以上
繰り返すと、「自動修復を準備しています」や「お待ちください」と表示されます。診断は時
間がかかる場合もあります。

「自動修復（PC環境によっては「回復」画面が表示されます）」という画面が表示されたら、
以下の手順で更新されたシステムを元の状態に修復することができます。

❶ 「詳細オプション」をクリック
　　（パソコン環境によっては「詳しい詳細オプションを表示する」をクリック）

❷ 「トラブルシューティング」をクリック
❸ 「詳細オプション」をクリック
❹ 「更新プログラムのアンインストール」をクリック
　　（環境により、管理者ユーザーの選択と「パスワード」の入力が必要になることがあります）

❺ 「最新の機能更新プログラムをアンインストールする」をクリック

パソコンが起動しない02
どうしても起動しない場合はアップグレード前の状態に戻す

Windows11 アップグレード時によくあるトラブル

CHECK 5

CH
ECK 1

CH
ECK 2

CH
ECK 3

CH
ECK 4

CH
ECK 5

手順①～③は前ページと同じ手順①～③は前ページと同じ

「更新プログラムのアンインストール」をクリック「更新プログラムのアンインストール」をクリック4

「最新の機能更新プログラムをアンインストールする」をクリック「最新の機能更新プログラムをアンインストールする」をクリック5

※ 本ページの操作画面のOSは、Windows11です。 11



パソコンの動作が重い03
Windows11 アップグレード時によくあるトラブル

これまでのWindowsに比べ、Windows11はOSのサイズが大きくなったため、システム要件も変化しています。
システム要件はWindows11が動作する最低ラインのため、要件を満たしていたとしても古いパソコンを使い続けていると、Windows11にアップグレードした際に動作が
重くなる場合があります。
お使いのパソコンのスペックを確認してみましょう。

Windows11のシステム要件は、　　P.04を参照
Windows11でスペックを確認する手順：「スタート（Windowsマーク）」を右クリック ⇒ 「タスクマネージャー」をクリック ⇒ 「パフォーマンス」をクリック
　　　　　　　　　　　　　　　　　　CPUの種類/メモリの容量/ストレージの種類/GPUの種類を確認できます。

パソコンの性能を確認する

一度パソコンを再起動してみましょう。そうすることでメモリの消費をリセットすることでき、状況が改善する場合があります。

再起動するCHECK 2

CHECK 1

デスクトップにフォルダやファイルをたくさん置いていると、パソコンやアプリの起動に大きな負荷がかかり、遅くなってしまうことがあります。
不要なアイコンはデスクトップ上からできる限り削除し、格納する際はデスクトップ以外の場所にしましょう。

デスクトップを整理するCHECK 3

CH
ECK 1

CH
ECK 2

CH
ECK 3

CH
ECK 4

CH
ECK 5

CH
ECK 6

CH
ECK 7
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パソコンの動作が重い03
Windows11 アップグレード時によくあるトラブル

バックグラウンドで起動しているアプリを無効にする
実際にアプリを操作していなくても、常にバックグラウンドで動作しているアプリが多数存
在しています。バックグラウンドにおいても、アプリが起動しているとパソコンのリソースを
使うので、常時実行の必要がないアプリなら無効にしましょう。 

セキュリティソフトのように無効化することで不都合や不具合が生じるアプリがありますの
で、アプリの選択は慎重に行う必要があります。

❶ 「スタート（Windowsマーク）」を右クリック
❷ 「設定」をクリック
❸ 「アプリ」をクリック
❹ 「インストールされているアプリ」をクリック
　　 （次に、バージョン 21H2のみ「アプリと機能」をクリック）

❺ アプリアイコン右端の「…」アイコンをクリック
❻「詳細オプション」をクリック
　　（メニューに詳細オプションが表示されていない場合、バックグラウンドで実行するアプリではありません）

❼ 「バックグラウンド アプリのアクセス許可」の選択ボックスをクリック
❽ 「常にオフ」をクリック
　　（この設定でバックグラウンドの実行を停止しても、アプリは通常に使用できます）

CHECK 4

CH
ECK 1

CH
ECK 2

CH
ECK 3

CH
ECK 4

CH
ECK 5

CH
ECK 6

CH
ECK 7

「スタート」を右クリック「スタート」を右クリック1

「設定」をクリック「設定」をクリック2
「アプリ」を選択「アプリ」を選択3

「…」アイコンをクリック「…」アイコンをクリック5

「詳細オプション」をクリック「詳細オプション」をクリック6

「バックグラウンド
アプリのアクセス許可」
をクリック

「バックグラウンド
アプリのアクセス許可」
をクリック

7

「インストールされているアプリ」をクリック「インストールされているアプリ」をクリック4

「常にオフ」をクリック「常にオフ」をクリック8

※ 本ページの操作画面のOSは、Windows11です。 13



パソコンの動作が重い03
Windows11 アップグレード時によくあるトラブル

Windows11にアップグレードした後も、定期的に不具合を修正するための更新プログラムが提供されています。
これらの更新プログラムをご使用のPCに反映するためにWindows Updateを定期的に行う必要があり、
それを怠っていると不具合が生じて動作が遅くなる可能性が高くなります。
一度、ご使用のPCで最新の更新プログラムがないか確認し、最新版にアップデートするようにしましょう。

❶ 「スタート（Windowsマーク）」を
　 右クリック
❷ 「設定」をクリック
❸ 「Windows Update」を選択
❹ 「更新プログラムをチェック」を選択
❺ 更新が必要な場合「再起動」を選択

最新版の更新プログラムを確認し、Windows Updateを実行する方法

Windows Updateを実行するCHECK 5

CH
ECK 1

CH
ECK 2

CH
ECK 3

CH
ECK 4

CH
ECK 5

CH
ECK 6

CH
ECK 7

「スタート」を右クリック「スタート」を右クリック1

「設定」をクリック「設定」をクリック2

「詳細オプション」を選択「詳細オプション」を選択3

「更新プログラムのチェック」を選択「更新プログラムのチェック」を選択4

更新が必要な場合「再起動」を選択更新が必要な場合「再起動」を選択5

※ 本ページの操作画面のOSは、Windows11です。 14



パソコンの動作が重い03
Windows11 アップグレード時によくあるトラブル

CH
ECK 1

CH
ECK 2

CH
ECK 3

CH
ECK 4

CH
ECK 5

CH
ECK 6

CH
ECK 7

視覚効果とは、表示を華やかにしたり滑らかにする機能のことです。
ただ、このような視覚効果はCPUやメモリを消費するため、
動作に影響を及ぼす場合があります。
そのため視覚効果をオフにすることで動作の改善が見込めます。

❶ 「スタート（Windowsマーク）」を右クリック
❷ 「設定」をクリック
❸ 「アクセシビリティ」をクリック
❹ 「視覚効果」をクリック
❺ 「透明効果」と「アニメーション効果」をオフにする

視覚効果をオフにするCHECK 6

ほかにも「PCのスペックを上げる」「HDD・SSDメモリの増設」「HDDからSSDでの運用に切
り替える」など、さまざまな対処法があります。古いパソコンを使用しているなど、どうしても改
善が見られない場合は買い替えも視野に入れましょう。

その他で考えられる要因CHECK 7

「スタート」を右クリック「スタート」を右クリック1

「設定」をクリック「設定」をクリック2

「アクセシビリティ」をクリック「アクセシビリティ」をクリック3

「視覚効果」をクリック「視覚効果」をクリック4

「透明効果」と
「アニメーション効果」をオフにする
「透明効果」と
「アニメーション効果」をオフにする

5

CLICK

CLICK

※ 本ページの操作画面のOSは、Windows11です。 15



CHECK 1

Windows11にアップグレードした際に、
Wi-Fiの接続がリセットされる場合があります。

Wi-Fiに接続するには、次の手順で接続することができます。

❶ 画面右下の｢地球マーク｣をクリック
❷ ｢Wi-Fiマーク｣をクリック
❸ ｢接続したいアクセスポイント｣を選択

無線 LAN（Wi-Fi）に接続できない04
Wi-Fiへの接続がリセットされていないか確認する

Windows11 アップグレード時によくあるトラブル

CH
ECK 1

CH
ECK 2

CH
ECK 3

CH
ECK 4

※ 本ページの操作画面のOSは、Windows11です。 16



Windows11にアップデートした際に、何らかの要因によって
接続したいアクセスポイントのSSID（識別名）が解除される場合があります。

その場合は、下記の手順によりネットワーク情報を登録することで、
改善する場合があります。

❶ 「その他Wi-Fi設定」をクリック
❷ 「既存のネットワークの管理」をクリック
❸ 「ネットワークの追加」をクリック
❹ ネットワークの情報を入力して保存

※ 本ページの操作画面のOSは、Windows11です。

無線 LAN(Wi-Fi) に接続できない

アクセスポイントのSSIDを確認する

Windows11 アップグレード時によくあるトラブル

04

CH
ECK 1

CH
ECK 2

CH
ECK 3

CH
ECK 4

CHECK 2

17



Windows11にアップデートした後、ネットワークアダプターのドライバーの不具合によって
既存のネットワークにアクセスポイント候補が表示されない等の現象が起こる場合があります。
その場合は、ドライバーを再度インストールすることで解決する可能性があります。

無線 LAN(Wi-Fi) に接続できない

ネットワークアダプターのドライバーを確認する

Windows11 アップグレード時によくあるトラブル

システムの不具合
Windows11にアップデートした後、システムの不具合によってインターネットに接続できなくなる場合があります。
その際は、システムの復元を実行し、インターネットに接続できていた時に作成していた復元ポイントに戻すことで、回復する場合があります。
ただし、インターネットに接続できていた時に復元ポイントを作成していない場合は効果がないので注意が必要です。

04

CH
ECK 1

CH
ECK 2

CH
ECK 3

CH
ECK 4

CHECK 3

CHECK 4

18



システムを以前のバージョンに復元した場合
システムを以前のバージョンに復元した場合、Windowsアプリケーションが起動しない、または不具合が生じる場合があります。　　　次のページを参照　

※ 本ページの操作画面のOSは、Windows11です。

Office（Word・Excel等）が正常に動作しない / 起動しない

Windows11 アップグレード時によくあるトラブル

Windows11ではOffice2013以前のバージョンをサポートしていないため、全く使えないわけではないものの、
一部操作で不具合が発生する可能性があります。

また、MicrosoftはOffice2013のサポートを2023年4月11日に終了しており、
脆弱性を補う更新プログラムが提供されないため情報セキュリティ上のリスクが高まります。
Office2013をご利用の方は、Windows11が対応しているOffice2021以降のバージョンか、月額制のOffice365へ移行することをおすすめします。

Office2013以前のバージョンを使用していないか確認する

WordやExcelなどのOfficeを開いたら次の手順で確認できます。

❶ メニューの「ファイル」をクリック
❷ 「アカウント」をクリック
❸ バージョンを確認する

05

Officeのバージョンを確認する方法

CH
ECK 1

CHECK 1

19



不具合が発生するアプリ
Office・Terminal・ペイント・メモ帳・CortanaなどMSIX形式を使用するすべてのWindowsアプリケーション

Windows11の「22H2」というバージョンを使用している場合、「復元ポイント機能」を用いてシステムを以前の状態へ復元した際に、
次のような不具合が発生する場合があります。※

不具合の例
● アプリが起動せず「このアプリを開けない」というエラーメッセージが表示される
● [スタート]画面に複数のアプリが登録される
● アプリを起動しても応答しない
● I/Oエラーが発生しアプリが応答せずクラッシュする
● アプリを再起動すると実行される

アプリ（Office・ターミナル・ペイント・メモ帳・Cortana）が正常に動作しない

※ 参考「KB5023152: “This app can't open” error message after running system restore and then starting a Windows app in Windows 10 and later versions」

Windows11 アップグレード時によくあるトラブル

06

Microsoftは、こうした現象に対して、次のような解決方法を案内しています。　　　次のページを参照　

CH
ECK 1

CH
ECK 2

CH
ECK 3

CH
ECK 4

20



アプリ（Office・ターミナル・ペイント・メモ帳・Cortana）が正常に動作しない

上記の方法でも解決しない場合は、Microsoftの「Windows でアプリとプログラムを修復する」ページを参考にしてみてください。

Microsoftは、こうした現象に対して、次のような解決方法を案内しています。

Windows11 アップグレード時によくあるトラブル

06

Windows Updateの実行方法は、　　　P.14を参照

CH
ECK 1

CH
ECK 2

CH
ECK 3

CH
ECK 4

アプリを再起動するCHECK 1

Microsoft Storeからアプリを再インストールするCHECK 2

インストール元からアプリを再インストールするCHECK 3

Windows Updateを実行するCHECK 4

21



07

Windows11アップグレード後に、プリンターが正常に動作しない
場合、プリンタードライバーが更新されていなかったり、アップグ
レード時点でWindows11に対応できていなかったりする可能性
があります。その場合は、次の手順でプリンタードライバーを更新、
または再インストールすることで現象が改善されるか確認してくだ
さい。

❶ 「スタート（Windowsマーク）」を右クリック
❷ 「デバイスマネージャー」をクリック
❸ 印刷キューから使用するプリンターを右クリック
❹ 「ドライバーの更新」または
　 「デバイスのアンインストール」をクリック

「デバイスのアンインストール」をした場合は、各プリンターメー
カーのWEBサイトから最新のドライバーを再インストールします。
再インストールは、プリンターの機種により手順が異なります。プ
リンターの添付マニュアルを参照するか、プリンターのメーカーに
確認してください。

プリンタードライバーを更新または再インストールする

プリンター・複合機を認識 / 印刷 / スキャンができない

Windows11 アップグレード時によくあるトラブル

CHECK 1

CH
ECK 1

CH
ECK 2

CH
ECK 3

CH
ECK 4

CH
ECK 5

「スタート」を右クリック「スタート」を右クリック1

「デバイスマネージャー」をクリック「デバイスマネージャー」をクリック2 印刷キューから使用する
プリンターを右クリック
印刷キューから使用する
プリンターを右クリック

3

「ドライバーの更新」または
「デバイスのアンインストール」をクリック
「ドライバーの更新」または
「デバイスのアンインストール」をクリック

4

※ 本ページの操作画面のOSは、Windows11です。 22



Windows11へのアップグレードで無線LAN（Wi-Fi）の設定がリセットされたために、
プリンター・複合機が認識できない、印刷できない、スキャンできない場合があります。

無線LAN（Wi-Fi）を再設定方法は、　　　P.16を参照

Windows11のバージョンが最新でない場合、プリンタードライバーの対応するバージョンと合わないことで不具合が発生する場合があります。
その場合は、バージョンを最新にすることで解決する可能性があります。
もし更新プログラムが利用可能な場合は、自動で更新プログラムのダウンロード・インストールがはじまります。

Windows Updateの方法は、　　　P.14を参照

Windows11が最新バージョンか確認する

Windows11 アップグレード時によくあるトラブル

プリンター・複合機を認識 / 印刷 / スキャンができない07

CH
ECK 1

CH
ECK 2

CH
ECK 3

CH
ECK 4

CH
ECK 5

CHECK 2

無線LANに接続できているか確認するCHECK 3

23



Windows11 アップグレード時によくあるトラブル

プリンター・複合機を認識 / 印刷 / スキャンができない07

※ Print Spoolerとは、印刷内容を一時的に記録しておくためのWindowsのプログラムです。

Print Spoolerの不具合でプリンターが正常に動作しない場合があります。
その場合は、Print Spoolerを再起動することで解決する可能性があります。

❶ 「スタート（Windowsマーク）」を右クリック
❷ 「コンピューターの管理」をクリック
❸ 「サービスとアプリケーション」をクリック
❹ 「サービス」をダブルクリック
❺ 下方にスクロールして「Print Spooler」をクリック
❻ 「サービスの再起動」をクリック
　　（「サービスの開始」と表示されている場合は、Print Spoolerが停止している状態ですので、
　　「サービスの開始」をクリックしてください）

Print Spooler※を再起動するCHECK 4

CH
ECK 1

CH
ECK 2

CH
ECK 3

CH
ECK 4

CH
ECK 5

「スタート」を右クリック「スタート」を右クリック1

「サービスの再起動」をクリック「サービスの再起動」をクリック6

「Print Spooler」をクリック「Print Spooler」をクリック5

「コンピューターの管理」をクリック「コンピューターの管理」をクリック2

「サービスとアプリケーション」をクリック「サービスとアプリケーション」をクリック3

「サービス」をダブルクリック「サービス」をダブルクリック4

※ 本ページの操作画面のOSは、Windows11です。 24



Windows11 アップグレード時によくあるトラブル

プリンター・複合機を認識 / 印刷 / スキャンができない

「パスワードの保護共有」機能は、パスワードを設定していないパソコンの共有フォルダに、
第三者がネットワークを介して無断でアクセスできないようにする機能です。

パソコンにパスワードが設定されていない場合、
プリンター・複合機がパソコンの共有フォルダにアクセスできないため、
この機能をオフにする必要があります。

「パスワードの保護共有」機能をオフにする手順は次のとおりです。

❶ 「スタート（Windowsマーク）」を右クリック
❷ 「設定」をクリック
❸ 「ネットワークとインターネット」をクリック
❹ 「ネットワークの詳細設定」をクリック
❺ その他の設定にある「共有の詳細設定」をクリック
❻ すべてのネットワークを選択して「パスワード保護共有」をオフに設定
 

「パスワードの保護共有」機能がオフになっているか確認する

07
CHECK 5

CH
ECK 1

CH
ECK 2

CH
ECK 3

CH
ECK 4

CH
ECK 5

「スタート」を右クリック「スタート」を右クリック1

「設定」をクリック「設定」をクリック2

「ネットワークと
インターネット」をクリック
「ネットワークと
インターネット」をクリック

3

「ネットワークの詳細設定」をクリック「ネットワークの詳細設定」をクリック4

「共有の詳細設定」をクリック「共有の詳細設定」をクリック5

「パスワード保護共有」をオフにする「パスワード保護共有」をオフにする6

CLICK

※ 本ページの操作画面のOSは、Windows11です。 25



Windows11 アップグレード時によくあるトラブル

08

Windowsには、家庭用や法人用など、用途に応じて異なる機能の製品（エディション）があり、
リモートデスクトップに対応していないエディションをインストールしてしまったためにリモートデスクトップに接続できない場合があります。

非対応エディションを使用している場合は、対応するエディションへの移行を検討されるか、
Googleの「Chrome リモートデスクトップ」など他社ソフトウェアの利用をおすすめします。

リモートデスクトップ対応のエディションか確認する

リモートデスクトップに接続できない

リモートデスクトップ機能　非対応
● Windows11 Home

CH
ECK 1

CH
ECK 2

CHECK 1

リモートデスクトップ機能　対応
● Windows11 Professional

● Windows11 Enterprise

● Windows11 Education

リモートデスクトップ対応か確認する方法
パソコンに搭載されているエディションがリモートデスクトップ対応か確認する方法　　　次のページを参照　

26



Windows11 アップグレード時によくあるトラブル

08 リモートデスクトップに接続できない

CH
ECK 1

CH
ECK 2

❶ スタート（Windowsマーク）横の
　 検索ボックスで 「winver」と検索
❷ 検索結果にある
　 「winver コマンドの実行」をクリック
❸ ポップアップに表示された
　 OSのバージョンを確認

Windows11のバージョンを確認する方法

検索ボックスで 「winver」と検索検索ボックスで 「winver」と検索1

OSのバージョンを確認OSのバージョンを確認3

「winver コマンドの実行」
をクリック
「winver コマンドの実行」
をクリック

2

リモートデスクトップ対応のエディションか確認するCHECK 1

※ 本ページの操作画面のOSは、Windows11です。 27



リモートデスクトップに接続できない

Windows11 アップグレード時によくあるトラブル

Windows11へのアップグレードでリモートデスクトップが
できなくなった場合、接続される側（ホスト）のリモート接続
設定が無効になっている可能性があります。

リモート接続を設定するには、接続される側のパソコンで
下記の手順でリモートデスクトップをオンにしましょう。

❶ スタート（Windowsマーク）横の検索ボックスで
 　「リモート」と検索
❷ リモート デスクトップの設定をクリック
❸ リモート デスクトップの項目にある
　 スライドボタンをクリックして設定をオンにする

パソコンのリモート接続設定が有効になっているか確認する

08

CH
ECK 1

CH
ECK 2

CHECK 2

CLICK

CLICK

「リモート」と検索「リモート」と検索1

「リモート デスクトップの設定」をクリック「リモート デスクトップの設定」をクリック2

スライドボタンをクリックして設定をオンにするスライドボタンをクリックして設定をオンにする3

※ 本ページの操作画面のOSは、Windows11です。 28



パソコンや周辺機器のトラブル対応が大変なとき

お困りの際は専門家にご相談ください

社内で解決できないトラブルは、
専門家への相談をおすすめします
パソコントラブルへの対応は専門的な知識が必要
になるほか、大事なときにパソコンが思い通りに
動かないと、最悪の場合業務の停滞やビジネス
チャンスの損失につながりかねません。

パソコンやその他周辺機器のトラブルでお困りの
際は、弊社にお気軽にご相談ください。

パソコンが
起動しない

不審なメッセージが
頻繁に出る

メールが
送受信できない

インターネットに
繋がらない セキュリティが

動作しない

突然印刷が
できなくなった

29



パソコンや周辺機器のトラブル対応が大変なとき

遠隔サポートシステム「biz-us クラウド」のご紹介

IT機器の「見える化」と「ヘルプデスク」で中小企業の情シスを担う

お客さま サポートリモート操作

画面を共有

電話やリモートでのサポート
お客さまのIT機器に障害が起きたときの原因調査や
復旧作業を、専門スタッフがお電話やリモート操作に
てサポートします。

SERVICE

1 ヘルプデスク
突然起こる IT機器トラブルをすばやく解
決！

お客さま サポート

アラートサイン

定期診断レポートの配信

IT機器の状態を分析し、レポートで毎月配信します。
不具合の兆候があればサポートスタッフにアラートサイ
ンが通知されるので、迅速な原因特定が可能です。

SERVICE

2 定期診断レポート
「見える化」することで IT機器トラブルを未
然に防ぐ！

IT機器の修理、導入コンサルティング
リモートによる対応で解決できない場合に、お客様の
元へスタッフが直接訪問し、現地で対応します。
また IT機器の管理や導入計画などのご相談も承りま
す。

訪問サポート
復旧が困難なときはサポートスタッフが現
場に訪問！

SERVICE

3

リモート操作による
ITトラブル解決率

99.1%
※ 2022年 4月時点

（前身サービスDr.MJEとの累計）
※ 2022年4月時点

（前身サービスDr.MJEとの累計）

biz-usクラウドは下記の３つのサービスを組み合わせて、お客様のIT課題を解決します！

30



プラン R手軽に始められるスタンダードプラン プラン V訪問サポート付きの安心プラン

初期費用

月額基本料金 ※1

契約機器の追加

対応時間

電話・遠隔サポート

訪問サポート ※2

レポート配信

無料

￥2,500（税抜）

月額 ￥500（税抜） ／ 1デバイス

【平日】10:00 ～ 18:00

●

　 × ※3

●

無料

￥5,500（税抜）

月額 ￥500（税抜） ／ 1デバイス

【平日】10:00 ～ 18:00

●

　 ● ※4

●

※1 月額基本料金には、基本対応作業費と技術派遣費（プラン（V）のみ）が含まれます。基本対応にない作業は、内容によって別途料金が発生します。
※2 訪問サポートは、平日の10:00~18:00までです。お問い合わせ内容や時間によっては、翌営業日対応となる場合があります。
※3 訪問サポートは、プラン（R）の定額プラン内に含まれておりませんが、都度お見積りで対応可能となっています。
※4 プラン（V）の訪問サポートは、月2回までとなっています。3回目以降は都度お見積りとなっています。

パソコンや周辺機器のトラブル対応が大変なとき

遠隔サポートシステム「biz-us クラウド」のご紹介

安心でわかりやすい料金体系

31



業務に合わせたさまざまな機能を持つアプリケーションが約80種類。
それらをすべて自由に追加・カスタマイズすることができます。

情報システム関連 総務関連

● 在庫管理
● 契約書管理
●お問い合わせ管理
●タスク管理
●日報/月報
● 対応マニュアル
●クレーム処理・記録 など

営業関連

● 社員マスタ
●リース契約管理
● 備品管理
● 物件管理
● 交通費申請
● 文書管理
●セキュリティチェック など

● 社内端末管理
● PC持ち出し申請
● 共有パスワード管理
●メンテナンス管理
●メーリングリスト管理
●イベントカウントダウン機能
● 社内リユース掲示板 など

アプリを選んで
「追加」ボタンを押すだけ！

ボタンひとつで
かんたんに追加　

パソコンや周辺機器のトラブル対応が大変なとき

遠隔サポートシステム「biz-us クラウド」のご紹介

無料で使える80種類以上の付属アプリ
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TEL.0120-985-463
【受付時間】平日10:00 ～ 18:00

お問い合わせフォーム 

パソコンや周辺機器のトラブル対応が大変なとき

資料請求・お問い合わせ

資料請求フォーム お役立ちコラム

サポートセンター　

biz-usクラウドにご興味がある方や導入を検討している方、その他 IT機器関連やセキュリティのことでご相談したい方、
どんなことでもお気軽にご相談ください。
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株式会社MJE ［MJE Inc.］

代表取締役｜大知 昌幸

2006年12月

67,000,000円 ［資本準備金12,000,000円］

〒541-0056 大阪府大阪市中央区久太郎町4-1-3 大阪センタービル6F

ICT事業［情報通信領域］
SS事業 ［空間領域］

商号

代表

設立

資本金

本社所在地

事業

会社概要会社概要
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